
ご
ショット
な みま

もくじ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：笑顔がかわ
いい健太くん。いつも
元気を分けてくれてあ
りがとう。

三み
む
ら村　

健け
ん
た太

く
ん
（
宮
内
町
）

Ｈ
30
年
４
月
２
日
生
ま
れ

父母より：おいもが大好

きな咲翔くん。いっぱい

食べて大きくなって、お

父さんと遊んでね。

安あ
ん
ど
う藤　

咲さ
き
と翔

く
ん
（
上
原
町
）

Ｈ
30
年
３
月
15
日
生
ま
れ

２　市長年頭あいさつ

10　こども未来広場について
12　市職員の給与などを公表
14　平成 30 年度庄原市自治振興区
　　活動促進補助金事業

15　高額療養費（外来年間合算）の
　　申請について

16　物販拠点施設等リレーコラム
　　／安心・安全な毎日のために

17　母子保健だより
　　／子育て通信あそびっ子

18　カメラレポート
20　健康広場
21　お知らせ
28　裏表紙に出張！市政トピックス

４　市民のページ
５　こうすりゃ～ええ農

６　市・県民税の申告

このコーナーでは、
農業のちょっとしたコツを、
市の営農指導員と
地域おこし協力隊員から
お知らせします。22

　
「
う
ち
も
イ
ノ
シ
シ
が
来
る
よ
う
に

な
っ
て
、
つ
い
に
電
気
柵
を
設
置
し
た

よ
。
栗
が
あ
る
け
え
家
の
す
ぐ
裏
ま
で

イ
ノ
シ
シ
が
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
」
と

言
う
人
の
お
宅
の
木
を
利
用
さ
せ
て
も

ら
い
、
剪せ

ん
て
い定
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
近

所
か
ら
お
よ
そ
20
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

剪
定
の
基
本

①
基
本
は
３
本
に
主
幹
を
決
め
る

②
ま
ず
の
こ
ぎ
り
で
枝
を
切
る

③
剪
定
ば
さ
み
で
幹
や
太
い
枝
か

ら
上
方
に
長
く
太
く
伸
び
た
枝

（
徒と

ち
ょ
う
し

長
枝
）
を
切
り
、
仕
立
て
る

　

柿
や
栗
は
枝
の
先
端
を
す
べ
て
切
る

と
、
翌
年
は
全
く
実
が
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
年
に
実
が
な
っ
た
枝
の
先
に
、
翌

年
実
が
な
り
ま
す
。

　

果
樹
の
種
類
に
よ
っ
て
注
意
点
が
異

な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
少
し
ず
つ
勉
強

し
て
実
践
す
れ
ば
地
域
環
境
は
改
善

し
ま
す
。
知
っ

て
み
れ
ば
納
得
、

や
っ
て
み
れ
ば

簡
単
。
イ
ノ
シ

シ
が
来
な
い
集

落
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。

放
置
果
樹
対
策
で
獣
害
対
策

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

草く
さ
た
に谷　

夏な
つ
え枝

地
域
で
「生
き
生
き
」

獣
害
対
策
そ
の
一
歩
先
へ
！

新
春
パ
ネ
ル
展

猪
年
に
は
じ
め
よ
う
！　
　
　
　
　

私
に
も
で
き
る
獣
害
対
策

と
き

１
月
５
日
㈯
～
２
月
24
日
㈰

と
こ
ろ　

時
悠
館

※
休
館
日
は
毎
週
水
曜
日

※
入
館
料
（
高
校
生
以
上
）
４
０
０
円

（
20
人
以
上
団
体
割
引
で
３
２
０
円
）

イ
ノ
シ
シ
と
共
に
一
万
年
!?

　

庄
原
市
は
全
国
に
誇
れ
る
歴
史
や
伝

説
、
史
跡
や
遺
跡
の
あ
る
地
域
で
す
。

骨
が
残
り
や
す
い
地
質
の
お
か
げ
で
貴

重
な
も
の
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま

す
。
縄
文
時
代
の
捕
獲
動
物
で
多
い
の

は
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
タ
ヌ
キ
。
イ
ノ

シ
シ
は
旧
石
器
時
代
後
期
か
ら
急
激
に

増
加
し
た
そ
う
で
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
骨
を
使
っ
た

「
骨
角
器
」
は
、
文
字
通
り
骨
や
角
を

道
具
へ
と
加
工
し
た
も
の
で
す
。
ジ
ビ

エ
な
ど
の
動
物
資
源
の
活
用
は
人
間
の

本
能
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

昔
か
ら
の
「
お
付
き
合
い
」
な
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
ぜ
ひ
会
場
で
実
物
展
示

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
学
芸
員
も
解
説
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
林
業
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
４

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

営
農
指
導
員　

永な
が
お
く奥　
　

啓
は
じ
め

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
２

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
栽
培

１　

経
営
上
の
特
性

　

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
花
屋
で
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
花
で
す
。

栽
培
に
は
、
加
温
は
不
要
で
す
が
ハ
ウ

ス
が
必
要
で
す
。
暖
房
し
て
や
る
と
１

年
中
花
を
咲
か
せ
ま
す
が
、
庄
原
で
は

経
営
的
に
考
え
る

と
、
秋
中
心
の
切

り
花
栽
培
が
良
い

で
し
ょ
う
。

２　

作
型

▼
定
植
…
４
月
中
旬
～
下
旬

▼
ピ
ン
チ
（
摘
芯
）
…
５
月
中
旬
～
下
旬

▼
切
り
花
…
８
月
下
旬
～
10
月
下
旬

３　

栽
培
の
方
法

①
種
類　

近
年
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は

大
変
種
類
が
多
く
、
多
く
の
人
が
イ
メ
ー

ジ
す
る
大
輪
の
赤
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
小
輪
多
花
の
枝
咲
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
ス
プ
レ
ー
咲
き
）
や
ナ
デ
シ
コ
に
近
い

花
形
ま
で
あ
り
ま
す
。
色
も
種
々
で
す

が
、
直
売
所
向
け
に
は
ス
プ
レ
ー
咲
の

系
統
が
良
い
で
し
ょ
う
。

②
定
植
の
準
備　

植
え
付
け
は
で
き
る

だ
け
野
菜
や
花
き
を
栽
培
し
た
こ
と
が

な
い
ハ
ウ
ス
内
で
、高
畝
栽
培
と
し
ま
す
。

　

畝
つ
く
り
の
１
カ
月
く
ら
い
前
に
、

完
熟
の
牛
糞
堆
肥
を
１
ア
ー
ル
当
た
り

３
０
０
～
５
０
０
キ
ロ
入
れ
、
pH
を
苦
土

石
灰
な
ど
で
調
整
し
、
基
肥
と
し
て
チ
ッ

ソ
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
共
に
成
分
量
で
３
キ

ロ
程
度
施
用
し
て
深
く
耕
し
て
お
き
ま

す
（
生
育
の
途
中
で
、
同
量
を
２
回
く

ら
い
に
分
け
て
施
用
し
ま
す
）。

③
定
植　

80
セ
ン
チ
の
畝
幅
で
は
４
条

植
で
、
株
と
株
の
間
は
15
～
20
セ
ン
チ

程
度
が
目
安
で
す
。
定
植
前
に
フ
ラ
ワ
ー

ネ
ッ
ト
を
２
枚
張
っ
て
お
き
、
生
育
と
と

も
に
少
し
ず
つ
引
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

④
ピ
ン
チ
（
摘て

き
し
ん芯

）　

定
植
後
４
週
間
く

ら
い
の
と
き
に
、
下
か
ら
５
節
目
の
上
で

実
施
し
ま
す
。
な
お
、開
花
調
節
の
た
め
、

２
回
目
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⑤
潅
水
（
水
や
り
）　

生
育
初
期
に
は
十

分
に
潅
水
し
ま
す
が
、
生
育
の
後
半
か

ら
は
潅
水
量
を
徐
々
に
減
ら
し
て
水
の

や
り
過
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

⑥
生
育
中
の
管
理　

ス
プ
レ
ー
系
の

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
各
枝
の
開
花
を

そ
ろ
え
る
た
め
に
、
中
心
の
蕾つ

ぼ
み

を
摘
み

取
り
ま
す
（
摘て

き
ら
い蕾
と
い
い
ま
す
）。

⑦
病
気　

立
ち
枯
れ
性
の
病
害
（
土
中

で
伝
染
）
が
最
も
問
題
に
な
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
新
し
い
土
地
で
の
栽
培
が

望
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
が
困
難
な
場
合
は

土
壌
消
毒
を
行
い
ま
す
。
過
湿
、
高
温
、

過
密
な
ど
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

市 民 の ペ ー ジ

　

●和道流空手道庄原スポーツ少年団

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

一般社団法人
里山こども未来会議

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

保育や子育てサービスなどに関する活動

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。

　一般社団法人 里山こども未来会議は平成 26 年６月に設立し、
保育や子育てサービスの提供・仕組みづくり、人材育成、サポート事業
などを中心に活動しています。
　これまで、庄原赤十字病院の夜間保育をはじめ、事業所内保育所（タ
ンネの森保育所）や市内７カ所の子育て支援センターの運営、乳児全
戸訪問事業を実施してきました。本年度からさらにジョイフル子育て支
援センターの運営やファミリーサポート事業、一時預り事業、昨年７月
からは病児病後児保育施設の運営業務も行っています。
　事業の実施においては、子育て家庭と地域とのつながりを広げながら、

「子どもにとっての幸せは、保護者の笑顔！」を理念とし、笑顔あふれ
るまちづくりに心を砕いていきたいと思います。
問い合わせ
事務所（西本町二丁目８番地 11 号）　☎ 0824-74-6636
メール：tanne@satoyama-kodomo-mirai.or.jp
ホームページ：http://satoyama-kodomo-mirai.or.jp

　和道流空手道庄原スポーツ少年団は、現在小・中学生合わせて 22 人で
活動しています。明るく元気な心と体づくりを基本とし、礼節を重んじ、
心身ともに健全な育成を目指します。
　練習は毎週火・木曜日の 18 時 30 分～ 21 時に、庄原市総合体育館で行
っています。
　東京オリンピック競技にもなっている空手道に興味のある人は、ぜひ一
度見学に来てください。
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